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論文審査の結果の要旨 
 
 
 本論文では、コヒーレントドップラーライダー（CDL）観測を用いて、海風の動的構造を明らか
にした。CDL は、照射したレーザーに対する散乱光のドップラーシフトから、風の視線方向成分
を高い時空間解像度で測ることができる。申請者(岩井宏徳)は情報通信研究機構の CDL 開発グル
ープの一員である。海風は大気境界層で発生するなじみ深い気象現象であり、本研究では海風に
関わる(1)水平ロールの 3 次元構造、(2)海風前線付近の鉛直流強化、(3)深い対流の引き金として
の役割などについて調べた。 
 仙台空港において、電子航法研究所の協力を得て、デュアルドップラー観測を実施し、二つの
視線方向風速から水平ベクトル風を求め、さらに連続方程式を利用して鉛直流を推定した。海風
内には、風向に沿うストリーク構造が観測され、海風層の高さを持つ水平ロール構造が一定の間
隔で並んでいることを見出した。ストリークの間隔は水平ロールの理論と定性的に整合すること
を確認した。 
 次に、海風前線で発生した強い上昇流に伴うエアロゾルの鉛直混合過程を調べた。シーロメー
タ観測との比較や変分法によるデータ解析の結果、前線の先端部分で、横 500m 高さ 2 ㎞程度のス
ケールの上昇流が発生し、自由大気との運動量交換やエアロゾル輸送に影響していることを明ら
かにした。 
 海風は深い積雲対流の引き金となることがある。海風前線が侵入すると、陸上の暖気が持ち上
げられ凝結高度を経て自由対流高度（LFC）に達すると、深い積雲対流が発生する。多摩の情報通
信研究機構における観測では、東京湾から侵入した海風により持ち上げられた気塊が LFC に到達
した６分後に、対流性エコーが観測された。また、相模湾から侵入した海風も上昇流を引き起こ
すことを確認した。 
 CDL は近年注目されるリモートセンシング技術である。特に空港で、風の 3 次元分布の実況監
視に利用されるようになってきた。将来は、そのほかの測器の観測データと合わせて数値モデル
で同化し、メソスケール現象を正確に実況監視・予測を行うことにより、都市防災等にも役だて
ることが期待される。 
 以上の成果は、申請者（岩井宏徳）が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識
を有することを示している。したがって，岩井宏徳提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文
として合格と認める。 
